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第
二
百
二
十
七 

  
 

Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
点
描 

   
 
 
 
 

一 
  

一
九
七
二
年
末
で
ほ
ぼ
開
発
を
終
え
た
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
１
に
続
い
て
、

電
電
公
社
は
七
三
年
六
月
十
一
日
、
第
一
回
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
共
同
研
究
状

況
報
告
会
を
開
催
し
た
。 

 

出
席
し
た
の
は
以
下
の
二
十
七
人
だ
っ
た
。 

  

電
電
公
社 

 
 

技
術
本
部 

 
 
 
 

輿
寛
次
郎
、
杉
浦
淳
一
郎
、
浅
原
元
次
郎 

 
 

デ
ー
タ
通
信
本
部 

 
 
 
 

長
田
武
彦
、
白
根
禮
吉
、
小
野
浄
治
、
森
岡
武 

 
 

研
究
本
部 

 
 
 
 

関
口
良
雅
、
都
丸
喜
成 

 
 

武
蔵
野
通
信
技
術
研
究
所 

 
 
 
 

岸
上
利
秋
、
半
沢
幹
雄
、
戸
田
巖
、
北
条
英
典
、
花
輪
幸 

 
 
 
 

四
郎 

 
 

横
須
賀
通
信
技
術
研
究
所 

 
 
 
 

高
島
堅
助
、
津
田
宏
明 

 

日
本
電
気 

 
 
 
 

森
田
正
典
、
金
田
弘
、
宮
城
嘉
雄
、
水
野
幸
雄 

 

日
立
製
作
所 
 
 
 
 

森
元
和
、
神
谷
輝
男
、
谷
恭
彦
、
萱
島
興
三 

 

富
士
通 

 
 
 
 

山
本
卓
眞
、
山
田
博
、
森
崇 

  

話
し
合
わ
れ
た
の
は
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
１
の
改
良
、
七
二
年
度
下
期
の

研
究
状
況
お
よ
び
、
バ
ン
キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
構
築
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
確
認
な
ど
で
あ
る
。 

 

同
年
十
二
月
七
日
に
開
か
れ
た
第
二
回
会
合
で
、
戸
田
巖
か
ら

「
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
11
」
の
開
発
計
画
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ポ
イ
ン

ト
は
二
点
だ
っ
た
。 

 

第
一
点
目
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
11
に
は
Ｉ
Ｃ
メ
モ
リ
ー
を
採
用
す

る
こ
と
だ
っ
た
。
当
面
の
目
標
は
、
一
チ
ッ
プ
当
た
り
四
キ
ロ
ビ
ッ

ト
の
半
導
体
メ
モ
リ
ー
で
あ
る
。 

 
第
二
点
目
は
大
・
中
・
小
型
の
三
モ
デ
ル
を
開
発
す
る
と
い
う
構

想
だ
っ
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
、
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
、
公
社

シ
ス
テ
ム
の
多
様
化
に
対
応
し
た
三
ク
ラ
ス
の
専
用
機
を
用
意
す
る

と
い
う
考
え
は
、
ま
ず
順
当
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
。 
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以
後
の
議
事
録
（
抄
録
）
に
よ
る
と
、
七
四
年
六
月
六
日
に
開
か

れ
た
第
三
回
会
合
で
四
キ
ロ
ビ
ッ
ト
Ｉ
Ｃ
メ
モ
リ
ー
の
試
作
品
に
つ

い
て
目
標
性
能
が
確
認
さ
れ
、
Ｏ
Ｓ
「
１
０
３
―
20
Ｓ
」
の
テ
ス

ト
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

 

同
年
十
一
月
二
十
八
日
の
第
四
回
会
合
で
は
記
憶
容
量
十
四
メ
ガ

バ
イ
ト
の
磁
気
ド
ラ
ム
装
置
「
３
０
１
」
の
試
作
に
着
手
す
る
こ
と

が
合
意
さ
れ
、
七
五
年
六
月
十
三
日
の
第
五
回
会
合
で
「
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

―
11
モ
デ
ル
10
」「
同
20
」「
同
30
」
の
試
作
製
造
お
よ
び
、
通

信
制
御
装
置
「
７
３
０
０
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
の
所
内
試
験
機
完
成
が
報
告
さ

れ
た
。 

 

次
い
で
同
年
十
二
月
の
第
六
回
会
合
で
、
全
銀
シ
ス
テ
ム
、
運
輸

省
車
検
情
報
シ
ス
テ
ム
、
郵
政
省
郵
便
貯
金
シ
ス
テ
ム
に
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

―
11
シ
リ
ー
ズ
を
適
用
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。 

 

本
書
が
取
り
上
げ
る
時
間
帯
に
限
定
し
て
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た

各
種
の
シ
ス
テ
ム
を
実
績
ベ
ー
ス
で
書
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
原

典
は
『
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
開
発
・
維
持
管
理
の
歩
み
〜
維
持
管
理
フ
ェ
ー
ズ

を
中
心
と
し
て
〜
』（
二
〇
〇
一
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
ウ
ェ
ア
）
で
あ
る
。 

  

73
・
12 

東
京
・
芝
電
話
局
で
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
―
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
開 

 

73
・
12 

始
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
１
） 

 

75
・
３ 

Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
販
売
在
庫
管
理
サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ 

 

75
年
３
月
―
１
） 

 

76
・
５ 

千
葉
銀
行
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
１
） 

 

76
年
７ 

北
海
道
銀
行
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
１
） 

 

76
年
９ 

横
浜
西
電
電
ビ
ル
で
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
開
始 

 
 
 
 
 

（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
１
） 

 

77
・
10 

相
銀
九
州
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
11
／
10
） 
 

78
・
８ 

郵
政
省
貯
金
局
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
11
／
30
） 

 

79
・
１ 

運
輸
省
車
検
登
録
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
11
／
20
） 

 

79
・
２ 

全
銀
為
替
交
換
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
11
／
30
） 

 

80
・
２ 

社
会
保
険
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
11
／
10
） 

 

81
・
10 

労
働
省
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
11
／
30
） 

 

81
・ 

 

中
央
相
互
銀
行
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
11
／
10
） 

 

81
・
11 

広
島
相
互
進
銀
行
シ
ス
テ
ム
。 

  

電
電
公
社
の
デ
ー
タ
通
信
事
業
は
、
中
央
省
庁
の
シ
ス
テ
ム
や
社

会
・
公
共
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
、
着
実
に
実
績
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
す
べ
て
を
一

括
し
て
提
供
で
き
る
事
業
者
が
他
に
存
在
し
な
か
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
よ
い
よ
深
み

を
増
し
、
メ
ー
カ
ー
の
研
究
開
発
チ
ー
ム
に
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
揃
う
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よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
山
の
高
さ
に
比
例
し
て
裾
野
が
広
が
る
の
と

よ
く
似
て
い
る
。 

 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
本
体
と
通
信
制
御
装
置
は
も
ち
ろ
ん
、
周
辺
の
入

出
力
装
置
、
外
部
記
憶
装
置
、
Ｏ
Ｓ
、
通
信
制
御
ソ
フ
ト
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
シ
ス
テ
ム
、
日
本
語

処
理
シ
ス
テ
ム
、
運
用
管
理
系
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
な
ど
で
あ
る
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
言
語
ま
で
作
っ
た
。 

 

日
本
電
気
は
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
本
部
、
Ｃ
＆
Ｃ
通
信
業
シ

ス
テ
ム
事
業
部
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
本
部
、
周
辺
装
置
事
業
部

を
動
員
し
、
さ
ら
に
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
専
門
の
通
信
制
御
装
置
「
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」

開
発
チ
ー
ム
を
置
い
て
取
組
ん
で
い
た
。 

 

七
五
年
当
時
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
、
水
野
幸
雄
（
基
本
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
本
部
）、
田
中
明
（
Ｃ
＆
Ｃ
通
信
業
シ
ス
テ
ム
事
業
部
）、

石
井
善
昭
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
本
部
）、
伊
東
裕
弥
（
周
辺
装

置
事
業
部
）、
細
川
悦
利
（「
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
開
発
チ
ー
ム
）
で
あ
る
。 

 

日
立
製
作
所
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
事
業
部
の
神
奈
川
工
場
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
開
発
工
場
、
小
田
原
工
場
を
割
り
当
て
た
。
中
村
昇
を
本

部
長
に
、
神
奈
川
工
場
長
・
三
田
勝
茂
（
の
ち
社
長
・
会
長
）、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
工
場
長
・
藤
木
勝
美
（
の
ち
日
立
情
報
シ
ス
テ
ム

ズ
社
長
）、
小
田
原
工
場
長
・
牧
田
睦
夫
と
い
う
布
陣
だ
っ
た
。 

 

富
士
通
は
川
崎
工
場
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
陣
を
総
動
員
し
、

「
本
体
系
」「
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」「
フ
ァ
イ
ル
装
置
」「
周
辺
装
置
」「
Ｏ
Ｓ
」

の
五
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
。 

 

本
体
系
と
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
二
宮
昭
一
（
の
ち
専
務
）
が
統
括
し
、
平
栗

俊
男
（
同
）、
三
輪
修
、
窪
田
武
豊
が
軸
と
な
っ
た
。
フ
ァ
イ
ル
装

置
と
周
辺
装
置
は
岩
井
麟
三
を
事
業
部
長
に
、
立
田
時
雄
（
同
）
と

泰
松
望
が
統
括
、
Ｏ
Ｓ
は
三
次
衛
（
同
の
ち
富
士
通
Ｆ
Ｉ
Ｐ
社
長
）

で
あ
る
。 

 

本
体
系
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
は
山
田
博
、
黒
崎
房
之
助
（
の
ち
専
務
を

経
て
富
士
通
Ｆ
Ｉ
Ｐ
社
長
・
会
長
）、
Ｏ
Ｓ
は
池
田
敏
雄
・
山
本
卓

眞
を
初
期
に
投
入
し
て
い
た
チ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
富
士
通
が
重
視
し

た
領
域
を
示
し
て
い
る
。 

 

Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
11
モ
デ
ル
10
は
二
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
構
成
で
処
理
性

能
一
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
相
当
、
主
記
憶
八
メ
ガ
バ
イ
ト
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
メ
モ

リ
ー
容
量
は
十
六
キ
ロ
バ
イ
ト
だ
っ
た
。
こ
れ
は
日
立
製
作
所
が
七

五
年
に
完
成
さ
せ
、
た
だ
ち
に
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ

ス
に
適
用
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

同
20
は
同
じ
く
二
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
構
成
で
処
理
性
能
一
・
五
六

Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
、
主
記
憶
十
六
メ
ガ
バ
イ
ト
、
バ
ッ
フ
ァ
十
六
キ
ロ
バ
イ

ト
で
日
本
電
気
が
七
七
年
に
、
同
30
は
汎
用
大
型
機
Ｍ
―
１
９
０

と
同
レ
ベ
ル
の
三
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
、
十
六
メ
ガ
バ
イ
ト
の
主
記
憶
と
最
大

十
六
キ
ロ
バ
イ
ト
の
バ
ッ
フ
ァ
を
備
え
富
士
通
が
七
六
年
に
そ
れ
ぞ

れ
一
号
機
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。 

 

こ
の
三
機
種
は
の
ち
二
回
の
改
良
が
加
え
ら
れ
、
七
九
年
ま
で
に
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モ
デ
ル
５
、
同
15
、
同
25
、
同
35
の
四
機
種
が
加
わ
り
、「
Ｄ
Ｉ

Ｐ
Ｓ
―
11
シ
リ
ー
ズ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
七
機
種
が

カ
バ
ー
し
た
性
能
レ
ン
ジ
を
の
ち
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
４
３
３
１
／
４
３
４
１
シ
リ
ー
ズ
に
ほ
ぼ
匹
敵
し
て
い

る
。 

 

こ
の
こ
ろ
日
本
電
気
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
本
部
で
課
長
を
務

め
て
い
た
吉
川
英
一
（
の
ち
常
務
）
は
、『
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
研
究
実
用
化

の
歩
み
』（
前
掲
書
）
に
次
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。 

  

Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
最
初
の
シ
ス
テ
ム
を
１
０
０
シ
ス
テ
ム
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
が
、
１
０
０
シ
ス
テ
ム
の
設
計
時
に
Ｐ
Ａ
に
始
ま
り
、
制
御
プ

ロ
グ
ラ
ム
関
連
だ
け
で
も
Ｐ
Ｅ
〜
Ｐ
Ｈ
の
四
つ
の
検
討
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
し
た
。
当
然
無
数
の
連
絡
票
な
る
も
の
が
飛
び
交
い
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
Ｐ
Ｅ
主
査
で
あ
っ
た
Ｍ
氏
か
ら
次
の
よ
う
な
回
答
の
使

い
分
け
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

諒
解
：
積
極
的
に
Ｏ
Ｋ
す
る
時
。 

 

了
解
：
本
意
で
は
な
い
が
、
渋
々
Ｏ
Ｋ
す
る
時
。 

  

な
る
ほ
ど
、
う
ま
い
こ
と
を
言
う
。 

 

「
１
０
０
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
の
は
Ｏ
Ｓ
の
名
に
由
来
し
て
い
る
。 

 

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
「
１
０
１
」、
バ
ッ
チ
処
理
用
が
「
１
０
２
」、

二
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
対
応
の
標
準
Ｏ
Ｓ
が
「
１
０
３
」、
マ
ル
チ
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー
対
応
の
本
番
用
が
「
１
０
４
」
で
あ
る
。 

 

Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
11
シ
リ
ー
ズ
七
機
種
が
そ
ろ
っ
た
一
九
八
〇
年
、

Ｏ
Ｓ
は
１
０
４
に
統
合
さ
れ
、
こ
こ
に
分
散
処
理
対
応
の
小
型
機
用

Ｏ
Ｓ
「
１
０
６
」
が
追
加
さ
れ
た
。
分
散
処
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

対
応
こ
そ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
。 
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
作
り
が
前
代
未
聞
だ
っ
た
。 

 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
と
き
に
、
開
発
作
業
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。 

 

富
士
通
で
あ
れ
日
本
電
気
で
あ
れ
日
立
製
作
所
で
あ
れ
、
各
社
の

基
本
的
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
既
存
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
使
っ
て
作
ら

れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
各
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

と
し
て
継
続
性
を
持
ち
、
上
向
き
の
互
換
性
（
上
位
互
換
）
を
も
っ

て
市
場
に
提
供
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
は
、
い
き
な
り
す
べ
て
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

 

そ
こ
で
通
研
の
技
術
者
た
ち
は
何
を
考
え
た
か
と
い
う
と
、 

 

―
―
仮
想
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
株
式
会
社
を
組
織
し
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

体
制
を
設
計
図
に
す
る
。 

 
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

 
六
九
年
七
月
の
こ
と
、
戸
田
巌
を
中
心
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

リ
ー
ダ
ー
・
グ
ル
ー
プ
は
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
パ
ー
ト
図
」
を
策

定
し
、
参
加
メ
ー
カ
ー
三
社
に
示
し
た
。 

 

横
軸
に
時
間
、
縦
軸
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
階
層
を
取
り
、
受
け
持
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ち
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
作
業
の
関
連
が
図
式
化
さ
れ
、
何
が

ど
の
よ
う
に
進
む
か
が
一
望
で
き
る
。 

 
た
だ
し
出
来
上
が
っ
て
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
デ
バ
ッ
グ
す
る
環
境

だ
け
は
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
６
０

×
二
セ
ッ
ト
を
セ
ン
タ
ー
マ
シ
ン
と
す
る
「
Ｐ
Ｄ
Ｓ
」（Program

 
D
ebug Supporting System

）
が
構
築
さ
れ
た
。 

 

続
い
て
ソ
フ
ト
開
発
業
務
に
従
事
す
る
全
員
―
―
電
電
公
社
、
メ

ー
カ
ー
の
区
別
な
く
約
百
人
―
―
を
一
堂
に
集
め
、
各
々
の
作
業
分

担
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
使
用
す
る
用
語
や
チ
ー
ム
の
コ
ー
ド

ネ
ー
ム
の
付
け
方
な
ど
が
決
ま
っ
て
い
っ
た
。 

 

大
規
模
シ
ス
テ
ム
開
発
の
進
め
方
、
つ
ま
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
概
念
が
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
て
い
く
。 

  
 
 
 
 

三 
  

参
加
し
た
国
産
メ
ー
カ
ー
三
社
に
と
っ
て
悩
み
の
種
だ
っ
た
の
は
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
不
足
で
あ
る
。 

 

日
立
の
神
奈
川
工
場
副
工
場
長
だ
っ
た
萱
島
興
三
は 

 

「
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
―
１
Ｌ
が
納
品
さ
れ
る
と
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
７
０
０
の

開
発
遅
れ
が
大
問
題
と
な
っ
て
、
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
古
厩
、
小
高

な
ど
中
核
の
技
術
者
を
そ
ち
ら
に
移
す
こ
と
に
し
た
」 

 

と
語
っ
て
い
る
。 

 

「
古
厩
」
は
八
九
年
に
神
奈
川
工
場
長
と
な
っ
た
古
厩
賢
一
（
の

ち
日
立
電
子
サ
ー
ビ
ス
社
長
）、「
小
高
」
は
同
年
同
工
場
副
工
場
長

と
な
っ
た
小
高
俊
彦
（
の
ち
日
立
製
作
所
専
務
）
で
あ
る
。 

 

日
立
・
富
士
通
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
互
換
路
線
に
対
抗
し
て
独
自
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
ー
を
貫
い
て
い
た
日
本
電
気
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
不
足
に
苦
労
し

て
い
た
。 

 

語
る
の
は
田
中
茂
巳
で
あ
る
。 

 

七
四
年
か
ら
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
本
部
第
二
開
発
部
長
、
八

一
年
か
ら
同
本
部
長
、
の
ち
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
社
長
と
な
っ
た
。 

 

「
中
途
採
用
社
員
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
仕
事
に
対
し
て
の
適
性

の
な
さ
が
目
立
っ
て
き
た
。
第
一
陣
の
グ
ル
ー
プ
十
人
は
ほ
と
ん
ど

が
期
待
は
ず
れ
、
第
二
陣
の
十
名
中
三
〜
四
名
し
か
使
え
そ
う
に
な

か
っ
た
。
人
事
採
用
担
当
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
拘
わ
ら
ず
、
第

三
陣
の
十
名
も
半
分
以
上
は
ソ
フ
ト
技
術
者
と
し
て
は
あ
き
ら
め
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
」 

 

「
当
初
、
通
研
と
の
合
意
事
項
と
し
て
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
仕
事
は
プ

ロ
パ
ー
社
員
で
行
う
と
い
う
合
意
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
受
注
し
た

も
の
を
約
束
ど
お
り
作
る
に
は
協
力
会
社
の
人
手
の
投
入
が
必
要
に

な
っ
た
。
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
独
自
の
作
業
標
準
と
マ
シ
ン
環
境
で
作
業
を
す

る
必
要
の
あ
る
た
め
、
協
力
会
社
の
メ
ン
バ
ー
も
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
社
員
と

同
じ
よ
う
に
管
理
し
、
フ
ロ
ア
、
机
、
椅
子
、
文
房
具
す
べ
て
面
倒

を
見
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
協
力
会
社
の
内
紛
で
何
人
か
が
急
に
出



＝巻之三十 恢弘＝ 

 41 

て
こ
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
」 

  
つ
い
で
な
の
で
、
七
〇
年
代
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
開
発
に
従
事
し
た
エ
ン

ジ
ニ
ア
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
か
を
見
て
み
よ
う
。 

 

富
士
通
の
成
松
信
一
朗
の
記
録
。
の
ち
Ｏ
Ｓ
チ
ー
ム
担
当
課
長
と

な
っ
た
。 

 

「
当
時
の
仕
事
場
、
武
蔵
野
通
研
は
中
島
飛
行
場
跡
の
四
号
館
の

屋
根
裏
部
屋
と
十
号
館
の
メ
ー
カ
ー
室
で
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
場
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
生
活
の
場
で
あ
っ
た
と
言
っ
た
方
が
適
切
で

し
ょ
う
。
何
し
ろ
こ
こ
で
寝
起
き
し
、
食
事
／
洗
濯
を
し
、
挙
げ
句

の
果
て
に
は
猫
を
飼
っ
て
い
る
者
ま
で
い
た
く
ら
い
で
す
か
ら
」 

 

「
十
号
館
メ
ー
カ
ー
室
の
窓
の
す
ぐ
下
に
は
渡
り
廊
下
の
屋
根
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
屋
根
に
Ｌ
Ｐ
シ
ー
ト
を
引
い
て
徹
夜
明
け
の

昼
寝
を
す
る
者
も
お
り
ま
し
た
。
渡
り
廊
下
の
屋
根
と
言
え
ば
、
こ

の
屋
根
は
マ
シ
ン
室
に
通
じ
る
秘
密
の
通
路
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
を
通
れ
ば
一
階
ま
で
下
り
て
ま
た
上
る
必
要
が
な
く
、
マ
シ
ン
使

用
の
効
率
化
に
絶
大
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
」 

 

「
当
時
は
ス
タ
ミ
ナ
ド
リ
ン
ク
な
ど
な
か
っ
た
た
め
、
Ｐ
Ｇ
の
Ｓ

氏
は
ご
法
度
の
電
気
コ
ン
ロ
を
持
ち
込
ん
で
毎
晩
の
よ
う
に
ニ
ン
ニ

ク
を
焼
い
て
お
り
ま
し
た
。
禁
制
品
の
電
気
コ
ン
ロ
は
、
ま
た
、
緑

町
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
で
拾
っ
て
き
た
銀
杏
を
焼
い
て
食
べ
る
の
に
役

立
ち
ま
し
た
」 

 

い
や
は
や
、
旧
制
高
校
の
男
子
寮
さ
な
が
ら
で
あ
っ
た
。 

 

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
メ
ー
カ
ー
の
壁
を
超
え
て
、
裃
な
し
の
付
き
合
い

を
し
、
と
き
に
喧
々
諤
々
の
議
論
を
闘
わ
せ
た
と
い
う
意
味
で
、
Ｄ

Ｉ
Ｐ
Ｓ
は
別
の
役
割
を
果
た
し
た
。 

 

八
〇
年
代
以
後
、
国
産
メ
ー
カ
ー
が
難
問
に
直
面
す
る
と
不
思
議

に
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
あ
た
り
に
根
っ

こ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

「
七
七
年
か
七
八
年
」
と
、
当
人
の
記
憶
が
定
か
で
は
な
い
の
だ

が
、
シ
ス
テ
ム
運
用
管
理
を
担
当
し
て
い
た
小
城
定
富
の
思
い
出
話

が
『
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
開
発
・
維
持
管
理
の
歩
み
』（
前
掲
書
）
に
載
っ
て

い
る
。 

―
―
Ｊ
Ｓ
７
３
０
０
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
使
用
し
た
計
算
機
間
通
信
が
Ｄ
Ｅ
Ｍ

Ｏ
Ｓ
―
Ｅ
に
導
入
さ
れ
た
と
き
だ
っ
た
。 

 

と
い
う
の
で
調
べ
る
と
、
ち
ょ
う
ど
七
七
年
か
ら
七
八
年
に
か
け

て
の
年
末
年
始
に
シ
ス
テ
ム
の
更
新
が
行
わ
れ
て
い
る
。
更
新
し
た

シ
ス
テ
ム
の
テ
ス
ト
を
行
っ
た
際
に
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。 

  
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
―
Ｅ
は
東
京
５
科
技
（
中
野
）、
大
阪
２
科
技
（
弁

天
）
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
「
フ
ァ
イ
ル
転
送
」
と
「
ジ
ョ
ブ
管

理
」
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
東
京
５
科
技
（
中

野
）
は
一
括
実
行
型
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
ソ
フ
ト
の
精
鋭
部
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隊
が
常
駐
す
る
障
害
解
析
セ
ン
タ
ー
の
中
核
と
し
て
フ
リ
ー
ザ
解
析

に
活
躍
し
ま
し
た
。 

 
総
合
試
験
の
段
階
で
大
阪
〜
東
京
間
の
「
ジ
ョ
ブ
転
送
」
が
完
了

し
な
い
と
い
う
「
計
算
機
間
ト
ラ
ブ
ル
」
が
頻
発
し
ま
し
た
。
こ
の

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
に
、
東
京
５
科
技
（
中
野
）
に
フ
リ
ー

ザ
を
転
送
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
フ
リ
ー
ザ
を
転

送
す
る
「
フ
ァ
イ
ル
転
送
」
も
、「
計
算
機
間
通
信
」
機
能
を
利
用

し
て
い
る
た
め
異
常
終
了
し
、
フ
リ
ー
ザ
解
析
を
す
る
研
究
所
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
部
隊
は
途
方
に
暮
れ
ま
し
た
。 

  

―
―
ど
う
す
る
。 

 

と
言
っ
て
も
、
東
京
と
大
阪
で
あ
る
。
ま
さ
か
大
阪
の
シ
ス
テ
ム

を
東
京
に
運
ん
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。 

 

こ
の
と
き
小
城
が
、 

 

「
あ
」 

 

と
閃
い
た
。 

 

通
信
ロ
グ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ダ
ン
プ
リ
ス
ト
を
出
力
す
れ
ば
、
バ

グ
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

早
速
、
大
阪
・
弁
天
島
の
セ
ン
タ
ー
は
作
業
に
取
り
か
か
り
、
プ

リ
ン
タ
ー
か
ら
大
量
の
リ
ス
ト
が
吐
き
出
さ
れ
た
。 

 

そ
の
あ
と
が
大
ご
と
だ
っ
た
。 

 

帳
票
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
詰
め
直
し
、
ガ
ム
テ
ー
プ
で
梱
包
し
て

タ
ク
シ
ー
で
新
大
阪
ま
で
運
ん
だ
。
通
信
ソ
フ
ト
の
専
門
技
術
者
が

〝
運
び
屋
〞
に
な
っ
た
。 

 

―
―
こ
の
逸
話
は
の
ち
の
ち
ま
で
、「
新
幹
線
駅
間
通
信
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。 

 

と
小
城
は
語
っ
て
い
る
。 
 

と
ま
れ
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。 

 

本
題
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
統
合
問
題
に
話
を
運
ぶ
と
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
比
較
的
近
い
立
場
に
あ
っ
た
日
本
電
気
で
も
、

七
七
年
十
一
月
か
ら
し
ば
ら
く
激
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。 

 

前
年
、
社
長
の
座
を
田
中
忠
雄
に
譲
っ
て
会
長
と
な
っ
て
い
た
小

林
宏
治
に
ま
で
話
が
い
っ
た
と
い
う
か
ら
、
相
当
大
き
な
論
争
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
本
部
で
七
八
年
か
ら
第
一
技
術
部
課
長
、

八
一
年
か
ら
同
部
の
部
長
に
あ
っ
た
馬
場
征
彦
は
「
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
と
Ａ

Ｃ
Ｏ
Ｓ
の
共
通
開
発
に
つ
い
て
」（『
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
研
究
開
発
の
歩
み
』

収
録
）
で
金
田
弘
著
『
Ｎ
Ｅ
Ｃ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
発
達
の
物
語
』
か
ら

の
抜
粋
と
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

  
次
期
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
開
発
と
次
期
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
４
大
型
機
（
の
ち
の
Ｓ

７
５
０
）
の
開
発
が
重
な
り
、
二
つ
の
開
発
を
同
時
に
行
う
だ
け
の

リ
ソ
ー
ス
が
な
い
こ
と
、
し
か
し
両
方
と
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
矛

盾
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
議
論
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
開
発
部
門
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で
は
斎
藤
部
長
か
ら
「
そ
れ
を
同
時
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
共
通

化
開
発
を
や
る
べ
し
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
主
要
メ
ン
バ
ー
で

「
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
と
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
の
両
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
マ
シ
ン
の
共
通
開

発
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
七
八
年
春
か
ら
四
か
月
程
度
検
討
し
ま
し

た
。
そ
の
結
論
は
「
少
な
く
と
も
不
可
能
と
い
う
結
論
は
出
て
い
な

い
。
従
っ
て
や
っ
て
み
る
価
値
あ
り
」
で
し
た
。 

                

                      



第 227 ＤＩＰＳ点描（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

労
働
省
シ
ス
テ
ム 

全
国
五
百
五
十
か
所
に
配
置
さ
れ
た
紙
テ
ー
プ
伝
送
装

置
を
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
入
れ
替
え
、パ
ケ
ッ
ト
交
換
に
よ
る
デ
ー
タ
通
信
を
行
っ
た
。

Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
11
／
30
を
Ｆ
Ｅ
Ｐ
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
１
０
を
ホ
ス
ト
と

す
る
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。 

Ｐ
Ａ 

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
Ａ
チ
ー
ム
の
こ
と
。
チ
ー
ム
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
順
に
コ

ー
ド
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
チ
ー
ム
は
Ｈ
Ａ
、
Ｈ
Ｂ
、
Ｈ

Ｃ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
チ
ー
ム
は
Ｓ
Ａ
、
Ｓ
Ｂ
、
Ｓ
Ｃ
だ
っ
た
が
Ｓ
Ｅ
は

シ
ス
テ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
紛
ら
わ
し
い
の
で
使
わ
れ
な
か
っ
た
。 
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